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「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
成
立

青

木

賜
鶴
子

　
古
典
学
者
・
歌
人
。
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
、
拾
穂
軒
と
も
号
し
た
北
村
三
吟

の
伊
勢
物
語
注
釈
と
し
て
は
、
板
本
「
伊
勢
物
語
三
一
抄
」
が
有
名
で
あ
り
、

一
条
兼
良
に
始
ま
る
室
町
時
代
の
旧
注
を
集
大
成
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
る
（
大
津
有
∵
『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
』
、
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究

〔
研
究
篇
〕
』
等
）
。
し
か
し
、
季
吟
が
板
本
「
拾
穂
抄
」
の
中
心
に
据
え
て
い

る
師
貞
徳
の
説
や
、
季
吟
自
身
の
説
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
季
吟
が
師
貞
徳
説
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、

ほ
か
に
も
新
玉
津
島
神
社
所
蔵
の
「
伊
勢
物
語
長
頭
丸
」
、
榎
坂
浩
尚
新
旧
蔵
の

「
伊
勢
物
語
秘
訣
」
が
あ
り
、
同
じ
く
貞
徳
の
説
を
伝
え
る
望
月
長
孝
の
「
伊

勢
物
語
奥
旨
秘
訣
」
と
の
関
係
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
の
性
格
な
ど
検
討
す

べ
き
点
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
を
考
察
し
、
板
本
「
拾
穂
抄
」
の

成
立
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
物
語
注
釈
史
に
お
け
る
「
伊
勢
物
語

拾
穂
抄
」
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
と
思
う
。

る
。

献
上
本
「
三
三
抄
」
と
板
本
「
三
三
抄
」

　
　
（
1
）
　
板
本
「
拾
穂
抄
」
の
成
立

「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
板
本
を
大
別
す
る
と
、

次
の
三
種
に
分
け
ら
れ

　
　
イ
「
延
宝
八
丈
年
仲
秋
吉
辰
／
長
尾
平
兵
衛
開
板
」
の
刊
記
を
も
つ
も
の

　
　
ロ
「
延
宝
八
式
年
仲
秋
吉
辰
／
藤
野
九
郎
兵
衛
梓
」
の
刊
記
を
も
つ
も
の

　
　
ハ
無
刊
記
掃

い
ず
れ
も
同
板
と
お
ぼ
し
く
、
ロ
は
、
「
藤
野
九
郎
兵
衛
梓
」
の
部
分
の
み
が

イ
と
異
な
る
。

　
板
本
の
通
例
と
し
て
、
先
行
す
る
版
の
刊
年
・
書
難
名
を
削
っ
て
無
刊
記
本

と
し
た
り
、
そ
の
部
分
に
刊
年
・
書
軸
名
を
埋
木
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
が
、
　
「
拾
穂
抄
」
の
場
合
は
、
刊
記
の
あ
る
イ
ロ
が
共
に
刊
年
部
分
に
歪
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



が
あ
る
こ
と
や
、
文
字
の
欠
損
状
況
等
か
ら
見
て
、
イ
ロ
に
先
行
す
る
無
刊
記

本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
野
村
貴
次
氏
『
七
賢
本
へ
の
道
の

り
』
（
昭
和
五
八
年
、
新
山
社
叢
）
に
よ
れ
ば
、
刊
年
の
み
残
し
、
裏
表
紙
見
返

し
に
「
京
都
書
蝉
／
一
条
町
日
暮
西
／
石
田
治
兵
衛
」
の
刊
記
を
持
つ
版
も
あ

る
よ
う
だ
が
、
形
態
か
ら
見
て
後
代
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
刊
年
が
明
ら
か
な
も
の
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
八
月
版
で

あ
る
が
、
板
本
の
す
べ
て
が
、
第
一
二
五
段
の
注
の
後
に
、
寛
文
三
年
（
一
六

六
三
）
四
月
付
の
周
令
の
面
立
を
も
つ
の
で
、
遅
く
と
も
こ
の
頃
以
前
に
注
釈

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
践
文
を
次
に
引
用
す
る
。

　
　
此
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
季
吟
所
単
車
。
蓋
閾
疑
抄
之
外
、
或
師
説
、
或
異

　
　
説
、
或
又
拾
其
違
者
、
集
芸
名
拾
穂
抄
云
。
属
地
装
背
此
一
書
冊
、
以
余

　
　
為
郵
書
献
上
諸
書
上
法
皇
。
早
言
叡
覧
。
豊
非
命
栄
哉
。
伍
以
書
其
後

　
　
　
。

　
　
　
　
寛
文
癸
卯
孟
夏
吉
辰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
令
践

季
吟
が
撰
集
し
た
こ
の
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
は
、
閾
疑
抄
の
外
、
師
説
、
異
説
、

或
は
又
こ
れ
と
違
う
説
を
拾
っ
て
集
め
た
も
の
で
、
名
付
け
て
拾
穂
抄
と
い

う
。
近
ご
ろ
こ
の
一
書
冊
を
装
訂
し
、
自
分
が
使
と
な
っ
て
太
上
法
皇
（
後
水

尾
上
皇
）
に
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
醜
く
も
叡
覧
が
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
栄
誉
な

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
践
文
を
書
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
し
か
し
、
寛
文
三
年
の
時
点
に
お
い
て
、
現
在
見
ら
れ
る
板
本
の
形
に
な
っ

て
い
る
も
の
を
献
上
し
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
既
に
野
村

氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
だ
が
（
前
掲
書
）
、
板
本
の
「
拾
穂
抄
」
が
、
伊
勢

物
語
本
文
を
す
べ
て
掲
げ
、
頭
注
・
傍
注
に
よ
っ
て
注
釈
を
施
す
型
式
に
な
う

て
い
る
こ
と
の
新
し
さ
で
あ
る
。
こ
の
型
式
は
、
万
治
・
寛
文
・
延
宝
の
頃
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
片
桐
洋
一
編
『
首
書
源
氏
物
語
／
総
論
・
桐
壺
』
解

説
）
、
板
本
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
季
吟
の
古
典
注
釈
書
で
言
え
ば
、

延
宝
三
年
刊
の
「
湖
月
抄
」
以
降
に
見
ら
れ
る
型
式
で
あ
っ
て
、
承
応
元
年
成

立
・
同
二
年
刊
の
最
初
の
板
本
「
大
和
物
語
抄
」
を
は
じ
め
、
寛
文
元
年
刊
の

「
土
左
日
記
抄
」
、
寛
文
七
年
刊
の
「
徒
然
草
文
段
抄
」
、
寛
文
十
年
序
・
同
十

一
年
刊
の
「
和
漢
朗
詠
集
註
」
で
は
、
本
文
を
い
く
つ
か
に
区
切
っ
て
掲
げ
、

そ
の
後
に
、
一
、
二
字
下
げ
て
注
釈
を
書
く
型
式
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
．
寛
文
三
年
に
板
本
の
「
葦
穂
抄
」
の
よ
う
な
頭
注
型
式
の
注
釈
書
を
成
し

て
献
上
し
た
と
は
思
え
な
い
所
以
で
あ
る
。

　
第
二
の
理
由
は
、
板
本
「
拾
穂
抄
」
が
い
わ
ゆ
る
箋
注
集
成
の
体
裁
を
と
る

こ
と
で
あ
る
。
板
本
序
文
に
「
闘
疑
の
お
も
む
き
に
師
説
を
ま
じ
へ
し
る
し

て
」
こ
の
注
釈
書
を
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
同
じ
く
序
文
に
、

　
　
此
抄
に
二
」
と
つ
け
し
は
愚
見
抄
の
工
学
。
「
肖
」
は
百
聞
抄
、
「
清
」

　
　
は
惟
清
抄
、
　
「
玄
」
は
閾
疑
抄
也
。
諸
抄
同
義
な
る
物
は
、
詞
す
く
な
き

　
　
を
用
侍
り
。



と
、
引
用
し
た
諸
注
釈
の
名
を
列
記
し
て
い
る
通
り
、
板
本
「
拾
早
事
」
は
、

一
条
兼
良
の
「
伊
勢
物
語
愚
見
抄
」
と
、
「
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
」
（
宗
祇
↓
肖
柏
）

・
「
伊
勢
物
語
惟
清
抄
」
（
三
条
西
実
隆
↓
清
原
宣
賢
）
・
細
川
幽
斎
の
「
伊
勢
物

語
閾
躍
如
」
な
ど
の
宗
祇
・
三
条
西
家
流
の
注
釈
を
、
師
貞
徳
の
説
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
行
注
釈
書
の
説
と
、
師
貞
徳
の
説
を
ま
ず
引
用

し
、
そ
の
後
に
「
愚
案
」
「
私
云
」
の
形
で
自
説
を
述
べ
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

そ
し
て
諸
注
の
説
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
「
両
説
」
と
し
て
そ
の
両
方
を

引
用
し
、
一
致
す
る
場
合
は
一
書
で
代
表
さ
せ
て
「
諸
臣
同
」
な
ど
と
必
ず
注

記
し
て
い
る
。
　
「
伊
勢
物
語
愚
案
御
三
」
を
著
し
た
後
陽
成
天
皇
の
皇
子
で
あ

り
、
み
ず
か
ら
「
伊
勢
物
語
御
事
」
を
著
し
、
し
ば
し
ば
伊
勢
物
語
講
釈
も
し

た
後
水
尾
上
皇
で
あ
れ
ば
、
板
本
「
拾
詩
抄
」
が
引
用
す
る
よ
う
な
古
注
は
当

然
所
持
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
必
要
な
の
は
、
貞
徳
と
季
吟
の
説
だ
け
で
あ

っ
た
ろ
う
。
板
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
諸
注
集
成
の
形
に
し
て
献
上
し
た
と
は

思
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
同
じ
く
後
水
尾
上
皇
へ
の
献
上
と
板
行
の
形
を
と
っ
た
「
土
佐
日

記
抄
」
の
場
合
、
「
三
吟
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
献
上
本
は
寛
文
元
年
七
月
十
六

日
か
ら
八
月
十
一
日
に
執
筆
、
十
月
十
九
日
奏
覧
、
板
本
の
沓
下
は
十
二
月
十

四
日
か
ら
執
筆
、
同
二
十
八
日
完
成
と
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
皇
へ
の
献
上

の
後
、
改
め
て
板
下
を
書
き
起
こ
し
た
の
で
あ
り
、
「
奏
覧
の
本
と
は
所
々
か

は
れ
り
」
と
日
記
に
し
た
た
め
て
い
る
。
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
場
合
も
同

　
　
　
　
「
伊
勢
物
語
拾
二
三
」
の
成
立

様
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
第
三
の
理
由
と
し
て
よ

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
板
本
の
践
文
は
板
本
刊
行
の
際
に
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
板
本
の
成
立
は
さ
ら
に
遅
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
限
は
「
和
漢
朗

詠
集
註
」
が
成
立
し
た
寛
文
十
年
、
下
限
は
無
刊
記
本
よ
り
後
の
刷
と
思
わ
れ

る
通
行
の
本
が
出
た
延
宝
八
年
、
お
そ
ら
く
は
「
湖
月
抄
」
が
上
梓
さ
れ
た
延

宝
三
年
前
後
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
献
上
本
「
拾
二
三
」
の
こ
と

　
板
本
践
文
に
は
寛
文
三
年
四
月
に
近
い
頃
、
季
吟
の
「
轡
虫
抄
」
を
太
上
法

皇
（
後
水
尾
上
皇
）
に
献
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
板
本
そ
の
も

の
は
献
上
本
の
姿
を
留
め
て
い
な
い
と
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
献
上

の
事
情
を
伝
え
る
の
が
、
新
玉
津
島
神
社
所
蔵
（
現
在
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館

に
寄
託
）
の
「
伊
勢
物
語
長
頭
丸
」
で
あ
る
。
同
本
は
、
縦
二
三
・
六
セ
ン
チ
、

横
一
七
セ
ン
チ
の
仮
綴
一
冊
、
写
は
上
鞍
の
時
代
か
ら
さ
ほ
ど
隔
っ
て
い
な
い

趣
き
で
あ
る
。
薄
茶
地
に
青
菊
花
紋
様
表
紙
の
中
央
に
「
伊
勢
物
語
長
頭
丸
」

と
直
接
書
。
墨
付
六
五
丁
、
遊
紙
一
丁
。
一
面
十
行
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の

注
釈
書
で
あ
る
。
巻
頭
に
漢
文
の
序
が
あ
っ
て
、
師
貞
徳
の
説
を
集
成
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

「
拾
穂
抄
」
と
名
付
け
る
旨
を
述
べ
、
「
寛
文
二
年
舎
壬
寅
発
喪
八
日
季
罫
書
」

と
結
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
新
玉
津
島
神
社
本
が
本
来
は
「
拾
穂
抄
」
と
名
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
＝



け
ら
れ
た
注
釈
書
で
あ
り
、
寛
文
二
年
の
成
立
と
知
ら
れ
る
。

　
巻
末
に
は
三
種
の
識
語
を
も
つ
。
ま
ず
、
最
終
葉
オ
モ
テ
に
第
一
の
識
語
、

　
　
寛
文
三
年
弥
生
桃
花
節
、
為
使
学
者
、
無
遍
不
及
之
邪
悪
速
耳
。
季
吟
子

が
あ
り
、
続
け
て
、
第
二
の
識
語
、

　
　
今
歳
癸
卯
三
月
初
九
、
是
直
直
奏
覧
之
重
訂
。

そ
の
ウ
ラ
に
、
第
三
の
識
語
、

　
　
叡
覧
之
後
、
即
納
御
文
庫
云
々
。
台
本
以
自
筆
書
。
表
紙
行
成
紙
円
堂
鼎
隷
魏
、

　
　
外
題
猟
地
泥
絵
以
彩
雲
減
数
書
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
、
専
使
周
令
座
之
践
予
所

　
　
持
之
本
塩
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
知
季
吟

　
　
　
寛
文
三
年
六
月
日

が
あ
る
。
二
道
は
寛
文
三
年
三
月
九
日
、
　
「
伊
勢
物
語
三
百
抄
」
と
名
付
け
た

自
筆
の
注
釈
書
を
、
周
令
を
介
し
て
天
皇
か
そ
れ
に
準
ず
る
人
物
に
献
上
し
、

周
令
は
そ
の
事
情
を
季
吟
所
持
の
本
に
践
文
と
し
て
記
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
前
掲
し
た
板
本
三
文
の
年
時
寛
文
三
年
四
月
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
あ

た
り
、
そ
の
間
の
事
情
も
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
践
文
を
、
名
誉
あ
る
上

皇
へ
の
献
上
を
知
ら
し
め
る
た
め
に
板
本
に
も
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
板
本
践
文
で
は
「
此
伊
勢
物
語
拾
穂
黒
影
吟
所
撰
也
」
と
著
者
名

を
明
ら
か
に
し
た
り
、
内
容
の
説
明
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
季
吟
だ
け
の
た
め

に
記
し
た
真
野
で
は
な
く
、
季
吟
の
伊
勢
物
語
注
釈
書
と
し
て
残
る
こ
と
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

識
し
て
記
し
た
践
文
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
板
本
の
立
文
は

や
は
り
季
吟
所
持
本
の
重
文
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
野
村
逓
次
氏
は
、
献
上
本
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
中
で
、
新
玉
津
島
神
社

本
は
「
季
吟
の
質
問
に
対
し
て
貞
徳
が
答
え
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
（
献
上

本
は
）
恐
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
さ
れ
、
「
本
文
を

ま
ず
適
当
に
区
切
っ
て
掲
げ
、
そ
の
注
解
を
一
、
二
字
落
と
し
で
続
け
る
と
い

っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
う
」
（
前
掲
書
六
二
四
頁
）
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
が
、
こ
の
本
の
す
べ
て
が
野
村
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
問
答
体
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
第
一
二
五
段
ま
で
の
注
釈
を
一
通
り
終
え
た

後
、
丁
を
改
め
て
二
丁
分
、
別
の
次
元
の
も
の
と
し
て
付
加
さ
れ
て
い
る
部
分

に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
野
村
氏
の
説
に
は
従

え
な
い
の
だ
が
、
私
は
、
こ
の
新
玉
津
島
神
社
本
を
調
査
す
る
う
ち
、
こ
の
本

こ
そ
献
上
本
「
拾
穂
抄
」
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ

た
。
以
下
に
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
3
）
　
新
玉
津
島
神
社
本
は
献
上
本
の
副
本
か

　
新
玉
津
島
神
社
本
が
献
上
本
の
姿
を
伝
え
る
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
の
第
一

は
、
先
に
掲
げ
た
こ
の
本
の
識
語
で
あ
る
。
第
二
の
識
語
「
此
抄
奏
覧
子
日

也
」
に
よ
れ
ば
、
「
干
拓
」
と
同
内
容
の
本
を
献
上
し
た
こ
と
に
な
る
し
、
巻

頭
の
序
文
は
寛
文
二
年
に
注
釈
が
完
成
し
た
時
点
で
書
い
た
も
の
、
巻
末
の
第



一
の
識
語
は
、
寛
文
三
年
三
月
三
日
、
献
上
に
あ
た
っ
て
恩
金
が
謙
退
の
姿
勢

で
記
し
た
も
の
、
第
二
の
識
語
は
奏
覧
の
日
時
を
記
念
と
し
て
所
持
の
本
に
記

し
た
も
の
、
第
三
の
識
語
は
、
同
年
六
月
、
献
上
本
に
つ
い
て
季
春
が
説
明
を

加
え
た
も
の
、
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
本
は
控
え
と
し
て
手
も
と
に
お
い
た
献
上

本
の
副
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
根
拠
の
第
二
は
、
　
「
奏
覧
之
本
」
と
い
う
言
い
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
第
一
二
五
段
目
つ
ひ
に
ゆ
く
道
と
は
」
の
注
に
、

　
　
御
忌
云
、
元
慶
四
年
五
月
廿
八
日
此
一
行
奏
覧
之
本
二
重

と
あ
る
。
　
「
此
一
行
奏
覧
之
本
二
略
」
を
素
直
に
読
め
ば
、
そ
れ
以
外
の
部
分

は
「
奏
覧
之
本
」
に
載
せ
た
、
す
な
わ
ち
こ
の
本
は
奏
覧
本
の
副
本
と
解
釈
で

き
る
。
　
「
御
巡
」
と
は
、
二
条
家
流
の
古
今
集
注
諸
書
に
お
い
て
は
、
定
家
の

「
僻
案
抄
」
を
尊
重
し
て
こ
う
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
本
に
引
用
さ
れ
て

い
る
「
御
抄
」
の
場
合
は
、
細
川
幽
斎
の
「
伊
勢
物
語
三
遷
抄
」
を
指
す
と
考

　
（
注
2
）

え
ら
れ
る
。
　
「
写
場
抄
」
に
関
し
て
は
、
「
師
説
、
闘
疑
の
御
説
に
」
（
第
六
九

段
）
、
「
愚
案
、
再
説
閾
疑
の
御
達
と
は
か
は
り
侍
れ
ど
」
（
第
一
〇
七
段
）
と
い

う
言
い
方
も
見
え
る
が
、
師
貞
徳
が
「
御
抄
」
「
御
注
」
と
し
て
重
ん
じ
た
「
閾

疑
抄
」
を
季
吟
も
尊
重
し
つ
つ
、
第
一
二
五
段
の
引
用
「
元
慶
四
年
五
月
廿
八

日
」
は
、
業
平
の
忌
日
で
あ
る
た
め
、
不
吉
と
し
て
除
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

中
に
お
け
る
講
釈
で
は
、
第
一
二
五
段
の
講
釈
を
除
く
こ
と
も
あ
っ
た
時
代
で

あ
る
。
　
「
奏
覧
之
本
」
に
ふ
さ
わ
し
く
配
慮
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
「
伊
勢
物
語
拾
三
二
」
の
成
立

　
新
玉
津
島
神
社
本
が
献
上
本
の
副
本
（
の
写
し
）
と
考
え
る
根
拠
の
第
三

は
、
こ
の
本
の
内
容
で
あ
る
。
新
玉
津
島
神
社
本
は
、
伊
勢
物
語
の
中
か
ら
語

句
を
抜
き
出
し
、
三
酉
を
引
用
し
な
が
ら
注
釈
し
て
い
る
が
、
引
用
中
最
も
多

い
の
は
「
師
説
」
で
あ
り
、
こ
の
本
の
序
文
に
あ
る
通
り
、
師
貞
徳
の
説
を
ま

と
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
季
吟
所
持
本
の
践
文
を
板
本
に
付
し
た
と
す
れ

ば
、
季
吟
本
（
献
上
本
の
副
本
）
は
、
板
本
と
全
く
か
け
離
れ
た
内
容
で
は
な

い
は
ず
だ
が
、
新
玉
津
島
神
社
本
は
、
ち
ょ
う
ど
板
本
の
「
師
」
説
を
抜
き
出

し
た
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
八
二
毅
「
時
世
へ
て
久
し
く
な
り

に
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
名
忘
れ
に
け
り
」
の
注
を
板
本
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
　
一
、
昔
の
事
な
れ
ば
、
右
馬
頭
な
る
人
と
ば
か
り
い
ひ
傳
へ
て
、
實
名
を

　
　
ば
し
ら
ぬ
と
也
。
作
物
語
に
な
し
て
、
今
更
に
お
ぼ
め
き
た
る
也
。
師
、

　
　
惟
高
の
み
こ
は
、
當
代
清
和
帝
と
御
中
よ
か
ら
ね
ば
、
し
た
し
か
り
し
事

　
　
を
揮
り
て
名
を
隠
す
に
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
板
本
）

　
　
師
説
、
是
浅
官
を
か
く
す
の
み
に
あ
ら
ず
、
當
代
清
和
帝
と
惟
高
親
王
と

　
　
は
御
中
そ
ば
く
し
け
れ
ば
、
そ
の
し
た
し
み
を
渾
り
て
限
る
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
玉
津
島
神
社
本
）

「
浅
官
を
か
く
す
」
と
は
、
　
「
口
蓋
抄
」
の
説
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

惟
喬
親
王
と
清
和
帝
が
不
仲
で
あ
る
た
め
に
名
を
あ
げ
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
板
本
で
は
、
そ
の
師
説
を
一
条
兼
良
の
「
愚
見
抄
」
と
と
も
に
掲
げ
て
、

旧
注
の
諸
説
を
代
表
さ
せ
、
ど
ち
ら
の
説
に
も
結
論
づ
け
て
い
な
い
が
、
新
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



津
島
神
社
本
は
、
師
説
の
根
本
だ
け
を
伝
え
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
数
は
多
く
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
「
閾
疑
抄
」
を
「
御
抄
」
「
脚

注
」
と
し
て
引
用
す
る
ほ
か
、
「
愚
見
抄
」
「
宗
祇
云
」
「
肖
聞
耳
」
「
紹
巴
抄
」

な
ど
の
引
用
が
見
え
、
板
本
践
文
の
い
う
献
上
本
「
拾
穂
抄
」
の
内
容
に
も
合

っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
玉
津
島
神
社
所
蔵
「
伊
勢
物
語
長
頭
重
」
は
、
識
語
や
内
容

等
か
ら
見
て
、
献
上
本
の
姿
を
伝
え
る
も
の
、
お
そ
ら
く
も
と
は
献
上
本
の
副

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
「
師
説
」
の
内
容
を
さ
ら
に
具
体
的

に
検
討
し
て
み
る
と
、
以
下
に
述
べ
る
板
本
と
の
相
違
は
、
す
な
わ
ち
献
上
本

と
し
て
の
性
格
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
二
　
貞
徳
の
伊
勢
物
語
伝
授

　
　
　
（
1
）
　
板
本
と
新
玉
津
島
神
社
本
の
口
伝

　
新
玉
津
島
神
社
本
は
、
板
本
の
よ
う
に
諸
注
集
成
を
目
的
と
は
せ
ず
、
師
説

の
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
け
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ

は
板
本
の
「
口
訣
」
が
新
玉
津
島
神
社
本
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
場
合

に
、
最
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
八
二
段
「
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
」
の
注
を
見
よ
う
。
ま

ず
、
板
本
「
拾
穂
抄
」
の
師
説
を
引
用
す
る
。

　
　
師
、
真
名
伊
勢
物
語
に
は
「
不
レ
亡
母
」
と
あ
り
。
其
故
に
ご
り
て
よ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
　
て
、
　
「
も
と
よ
り
桜
の
な
か
り
せ
ば
」
と
云
儀
な
ど
云
説
あ
り
。
当
流
不

　
　
レ
用
。
有
口
訣
。

新
玉
津
島
神
社
本
に
は
、

　
　
師
説
、
真
名
伊
勢
物
語
に
「
世
中
ホ
不
絶
桜
の
」
と
あ
り
。
（
略
）
た
え
て

　
　
の
「
て
」
の
字
、
に
ご
り
て
よ
む
べ
し
と
也
。
然
ど
も
、
六
条
宮
の
御
本

　
　
に
し
た
が
ひ
て
定
家
卿
の
奥
書
の
本
に
し
た
が
ふ
ま
じ
き
い
は
れ
な
し
。

　
　
（
略
）
其
上
、
義
理
に
お
み
て
、
も
と
よ
り
桜
の
な
か
り
せ
ば
な
ど
、
い
ふ

　
　
事
、
以
外
、
い
り
ほ
が
な
る
物
也
。
当
流
に
更
不
用
之
。
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
か
た
み
翁
と
寄
寄
と
は
、
表
裏
の
説
と
心
べ
し
。

と
あ
り
、
頭
書
に

　
　
此
嵜
の
説
、
三
重
に
口
伝
せ
ら
れ
侍
し
。
初
度
闊
疑
の
言
説
の
ま
＼
に
よ

　
　
み
て
、
其
後
、
ま
な
い
せ
物
語
の
文
字
に
付
て
不
審
を
立
て
、
其
説
を

　
　
の
べ
て
、
秘
す
べ
き
よ
し
に
侍
し
。
承
応
二
年
五
月
上
旬
、
大
和
物
語
の

　
　
抄
を
聞
召
侍
る
比
、
加
之
。
下
の
義
落
着
し
て
、
槌
に
口
傳
侍
き
。

と
注
し
て
い
る
。
板
本
は
、
真
名
本
伊
勢
物
語
の
「
絶
え
で
」
説
を
否
定
し
、

「
口
訣
有
り
」
と
言
い
な
が
ら
内
容
を
記
し
て
い
な
い
が
、
新
玉
津
島
神
社
本

で
は
、
一
旦
「
絶
え
で
」
説
を
述
べ
た
後
、
定
家
本
尊
重
の
立
場
か
ら
「
絶
え

て
」
説
を
と
り
、
こ
れ
を
「
表
裏
の
説
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
頭
書
に
よ

れ
ば
、
こ
の
歌
は
貞
徳
が
「
三
重
に
口
伝
」
し
た
も
の
で
、
は
じ
め
は
「
闘
疑

抄
」
の
「
桜
の
た
え
て
な
く
は
」
に
従
っ
て
「
た
え
て
」
と
読
み
、
次
に
は
真



名
本
伊
勢
物
語
に
従
っ
て
「
た
え
で
」
と
読
み
、
最
後
に
定
家
本
の
「
た
え

て
」
説
に
従
っ
て
読
ん
だ
、
そ
れ
は
承
応
二
年
（
＝
ハ
五
三
）
五
月
上
旬
、
「
大

和
物
語
抄
」
執
筆
の
頃
に
口
伝
さ
れ
た
と
い
う
。
確
か
に
季
吟
の
「
大
和
物
語

抄
」
は
こ
の
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
貞
徳
は
同
年
十
一
月
差
で
生
存
し

て
い
た
か
ら
、
貞
徳
晩
年
の
口
伝
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
承
応
二
年
に
こ
れ
を
書
入

れ
た
と
も
解
釈
で
き
る
が
さ
序
文
の
年
時
寛
文
二
年
を
成
立
年
と
見
れ
ば
、
九
年
前
の
書

入
と
な
り
、
有
り
得
な
い
）
。

　
「
絶
え
て
」
か
ら
「
絶
え
で
」
、
「
絶
え
で
」
か
ら
再
び
「
絶
え
て
」
へ
と
、

結
果
的
に
は
も
と
の
説
に
戻
る
わ
け
だ
が
、
同
様
の
こ
と
は
、
新
玉
津
島
神
社

本
に
「
表
裏
の
説
と
心
（
う
）
べ
し
」
と
さ
れ
て
い
る
も
う
一
例
、
第
八
一
段

「
か
た
み
お
き
な
」
の
注
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
板
本
は
、

　
　
師
、
順
和
名
、
乞
児
加
太
井
云
々
。
こ
れ
乞
食
の
書
信
。
土
左
日
記
に
、

　
　
此
か
ち
と
り
は
、
日
も
え
は
か
ら
ぬ
か
た
み
成
け
り
。
大
和
物
語
に
、
か

　
　
た
み
の
や
う
な
る
姿
云
々
。
其
外
あ
ま
た
あ
り
。
し
か
れ
ば
此
詞
も
、
乞

　
　
児
．
三
皇
敷
の
下
に
は
ひ
あ
．
り
き
て
と
、
戯
言
歎
。
（
略
）
惟
清
・
肖
聞
等
の

　
　
諸
抄
に
は
、
か
た
み
お
き
な
は
、
か
た
く
な
＼
る
翁
也
。
業
平
自
称
也
云

　
　
々
。
是
に
付
て
ロ
二
五
。

と
、
和
名
抄
・
土
佐
日
記
・
大
和
物
語
な
ど
の
用
例
を
命
じ
て
「
乞
食
」
の
意

と
し
、
業
平
自
身
が
戯
れ
て
書
い
た
の
だ
と
す
る
師
貞
徳
の
新
説
を
主
張
し

て
、
　
「
惟
清
抄
」
「
肖
聞
抄
」
．
の
「
か
た
く
な
＼
る
翁
」
説
に
つ
い
て
、
　
「
口

　
　
　
　
　
「
伊
勢
物
語
増
穂
抄
」
の
成
立

訣
有
」
と
す
る
だ
け
で
そ
の
内
容
を
記
し
て
い
な
い
が
、
新
玉
津
島
神
社
本
を

見
る
と
、
板
本
と
同
じ
く
和
名
抄
な
ど
を
引
用
し
た
後
、

　
　
然
ば
、
主
点
も
、
乞
児
翁
と
戯
れ
て
自
書
に
い
ひ
て
、
板
敷
の
し
た
に
は

　
　
ひ
あ
り
き
て
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
然
ど
も
、
嵜
書
は
い
か
に
も
優
に
よ
み

　
　
侍
る
べ
き
物
な
れ
ば
、
此
説
あ
ま
り
優
美
な
ら
ぬ
に
よ
り
、
態
頑
な
る
心

　
　
と
先
達
の
御
説
な
り
。
是
ら
、
塩
尻
を
不
知
と
い
ひ
て
有
な
ん
の
こ
＼
う

　
　
と
ひ
と
し
く
、
嵜
道
の
実
の
心
し
ら
ひ
也
。
学
者
、
心
を
付
べ
し
。

と
述
べ
て
い
る
。
「
歌
書
は
い
か
に
も
優
に
」
読
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ

と
「
乞
食
」
の
意
を
用
い
ず
「
か
た
く
な
、
る
翁
」
説
を
と
る
の
だ
と
、
新
説

を
捨
て
て
宗
祇
流
の
説
に
戻
っ
て
い
て
、
板
本
の
い
う
「
口
訣
」
と
は
、
ま
さ

に
こ
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
表
か
ら
裏
、
裏
か
ら
表
へ
戻
る
か
ら
、
　
「
表

裏
の
説
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
の
二
例
は
、
師
貞
徳
の
奥
義
が
、
結
局
は
古
い
説
に
戻
る
場
合
で
あ
っ

た
が
、
奥
義
が
貞
徳
の
新
説
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
例
が
、
斎
宮
と
の
密
通
を

テ
ー
マ
に
し
た
第
六
九
段
の
注
で
あ
る
。
新
玉
津
島
神
社
本
を
見
る
と
、

　
　
女
も
は
た
い
と
あ
は
じ
と
も
お
も
へ
ら
ず

　
　
　
師
説
、
閾
疑
の
御
説
に
、
斎
宮
を
い
た
は
り
て
、
斎
宮
の
何
心
な
く
あ

　
　
　
は
れ
と
も
逢
ま
じ
き
と
も
お
ぼ
し
め
さ
ゴ
る
心
と
侍
り
。
是
、
惟
清
抄

　
　
　
に
し
た
が
ひ
給
へ
り
。
然
ど
も
、
「
女
も
は
た
」
と
い
ふ
詞
、
た
ゴ
業

　
　
　
平
に
御
同
心
の
よ
し
し
ら
れ
侍
り
。
当
外
、
此
段
に
斎
宮
の
御
方
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
人
を
し
づ
め
て
お
は
し
ま
し
、
「
夢
か
現
か
」
と
よ
み
や
り
給
ひ
、
「
わ

　
　
　
た
れ
ど
ぬ
れ
ぬ
」
な
ど
の
た
ま
へ
る
所
、
夫
婦
の
か
た
ら
ひ
し
り
給
は

　
　
　
ず
と
い
ふ
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
大
か
た
嵜
書
は
、
お
ほ
や
う
に
優
に
み

　
　
　
る
べ
き
事
と
申
侍
れ
ど
、
文
の
意
そ
こ
ね
侍
る
事
は
、
物
語
の
作
意
に

　
　
　
背
て
、
あ
ぢ
き
な
き
事
お
ほ
く
侍
れ
ば
、
心
を
と
ゴ
め
て
讃
べ
き
也
。

　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
わ
が
人
や
る
べ
き
に
し
あ
ら
ね
ば

　
　
　
師
説
、
此
詞
に
て
、
弥
斎
宮
の
中
将
に
御
心
ざ
し
有
て
あ
は
せ
給
へ
る

　
　
　
事
し
ら
れ
侍
る
。
か
く
斎
宮
だ
に
侍
し
事
、
実
に
業
平
の
好
色
の
名
誉

　
　
　
な
る
べ
し
。
（
略
）

と
あ
っ
て
、
頭
書
に
、

　
　
問
云
、
世
話
逢
事
二
巴
キ
女
ニ
ナ
ン
ト
云
事
、
末
二
見
ユ
。
其
段
ノ
心
、

　
　
斎
宮
ノ
一
向
二
業
平
ニ
ナ
ビ
キ
玉
ハ
ヌ
事
シ
ラ
レ
侍
ル
ニ
ヤ
。

　
　
答
云
、
一
度
逢
玉
ヒ
テ
後
ハ
、
ソ
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ヲ
ア
ラ
平
虫
玉
ヘ
ル
事
、

　
　
ナ
ド
カ
ナ
カ
ラ
ン
。
猶
、
其
段
モ
「
ミ
ル
カ
ラ
ニ
心
ハ
ナ
ギ
ヌ
」
ト
ヨ
マ

　
　
目
玉
ヘ
ル
御
心
ヲ
オ
シ
バ
カ
ル
ニ
、
業
平
ヘ
イ
ヒ
ノ
ベ
玉
ヘ
ル
詞
ニ
テ

　
　
モ
、
始
ヨ
リ
思
差
ヌ
人
二
道
立
山
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。

と
注
し
て
い
る
。
宗
祇
・
三
条
西
家
流
注
釈
の
特
色
の
一
つ
に
好
色
否
定
と
教

訓
性
が
あ
げ
ら
れ
、
一
夫
一
婦
制
へ
と
移
行
し
て
い
た
当
時
の
婚
姻
形
態
や
、

物
語
の
享
受
層
の
広
が
り
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
武
家
社
会
の
儒
教
的
倫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

理
観
を
背
景
に
し
た
享
受
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
色
好
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

を
描
く
物
語
の
好
色
を
否
定
す
る
の
だ
か
ら
、
は
っ
き
り
言
っ
て
か
な
り
無
理

を
し
て
い
る
。
宗
祇
流
で
は
、
こ
の
段
の
「
女
も
は
た
い
と
あ
は
じ
と
も
思
へ

ら
ず
」
に
つ
い
て
、
新
玉
津
島
神
社
本
が
引
い
て
い
る
よ
う
に
、
斎
宮
が
色
を
好

ん
だ
の
で
は
な
く
夫
婦
の
事
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
の
だ
が
、

そ
の
根
拠
の
一
つ
が
、
同
じ
く
斎
宮
と
理
解
さ
れ
て
い
た
第
七
五
毅
の
女
が

「
よ
に
あ
ふ
事
か
た
き
女
に
な
ん
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
玉
津
島

神
社
本
の
「
師
説
」
は
、
こ
の
宗
祇
・
三
条
西
家
流
の
読
み
方
に
無
理
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
、
物
語
を
索
直
に
読
め
ば
、
斎
宮
に
も
業
平
の
求
愛
に
応
じ

る
心
が
あ
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
板
本
で
は
、
　
「
女
も
は
た
い
と
あ
は
じ
と
も
」
の
注
に
は
、

　
　
師
、
斎
宮
も
御
同
心
な
る
べ
し
。
其
故
に
、
こ
な
た
よ
り
お
は
し
ま
し
、

　
　
「
夢
か
現
か
」
な
ど
よ
み
や
り
た
ま
ひ
し
也
。
口
訣
。

と
、
新
玉
津
島
神
社
本
と
同
様
の
説
を
「
口
訣
」
と
し
、
「
わ
が
人
を
や
る
べ
き

に
し
あ
ら
ね
ば
」
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
物
語
本
文
の
横
に
傍
注
と
し
て
「
玄
、

は
ゴ
か
り
て
や
す
ら
ふ
心
也
。
師
、
口
訣
」
と
記
す
だ
け
で
、
「
口
訣
」
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
新
玉
津
島
神
社
本
頭
書
の
問
答
は
、
従
来
の
説
の

根
拠
で
あ
っ
た
第
七
五
段
の
詞
に
つ
い
て
の
疑
問
に
答
え
た
形
に
な
っ
て
い
る

が
、
結
果
と
し
て
貞
徳
の
新
説
を
補
強
し
て
い
る
。
こ
の
問
答
が
板
本
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
点
を
見
て
も
、
　
「
口
訣
」
と
同
じ
く
貞
徳
・
季
底
流
の
奥
義
と

さ
れ
、
一
通
り
の
伝
授
が
終
わ
っ
た
後
に
授
与
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ



　
　
　
　
　
（
注
6
）

と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
伝
授
に
幾
つ
か
の
段
階
を
設
け
、
伝
授
の
深
浅
や
相
手
の
度
量

に
応
じ
て
次
第
に
奥
義
を
授
け
る
方
法
は
、
い
わ
ゆ
る
古
今
伝
授
を
は
じ
め
と

す
る
こ
の
時
代
の
注
釈
に
広
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所

蔵
さ
れ
る
三
条
西
実
枝
か
ら
細
川
幽
斎
・
智
仁
親
王
に
至
る
「
当
流
切
紙
」

（『

ﾃ
今
切
紙
集
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
』
所
収
。
昭
和
五
八
年
、
臨
川
書
店
刊
）
を
見
る

と
、
「
三
鳥
」
と
並
ぶ
秘
伝
と
し
て
有
名
な
「
三
木
」
の
秘
伝
、
す
な
わ
ち
「
お

が
た
ま
の
木
」
「
め
ど
に
け
づ
り
花
」
「
か
は
な
草
」
に
つ
い
て
の
切
紙
は
七
通

で
あ
る
が
、
一
～
三
は
、
　
「
三
ケ
大
事
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
当
流
」
の
説

を
述
べ
、
さ
ら
に
四
～
七
に
お
い
て
、
段
々
に
「
三
木
」
に
つ
い
て
の
奥
義
が

展
開
さ
れ
る
。
四
は
「
重
大
事
」
、
五
は
「
切
紙
之
上
口
伝
」
、
六
は
「
重
之
口

伝
　
極
」
、
七
は
「
真
諦
之
事
」
と
称
し
て
い
る
が
、
一
～
七
へ
と
進
む
に
つ

れ
、
よ
り
秘
伝
化
し
、
神
道
的
・
儒
教
的
な
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
く
。
新
玉
津

島
神
社
本
の
い
う
「
三
重
の
口
伝
」
「
表
裏
の
説
」
は
、
古
今
集
の
切
紙
伝
授

と
は
趣
が
異
な
る
が
、
当
時
の
こ
の
よ
う
な
伝
授
の
あ
り
よ
う
を
反
映
し
た
も

の
と
言
え
よ
う
。

　
板
本
に
「
口
訣
」
と
あ
る
だ
け
の
も
の
が
、
新
玉
津
島
神
社
本
に
詳
し
く
説

明
さ
れ
て
い
る
例
は
多
い
が
、
十
四
例
あ
る
板
本
の
「
口
訣
」
の
内
容
が
、
す

べ
て
新
玉
津
島
神
社
本
に
明
か
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
第
八
七

段
「
わ
が
世
を
ぼ
け
ふ
か
あ
す
か
」
の
注
は
、
板
本
に
、

「
伊
勢
物
語
拾
三
二
」
の
成
立

　
　
師
、
時
に
あ
は
で
田
舎
わ
た
ら
ひ
な
ど
す
る
身
の
述
懐
也
。
心
は
、
我
時

　
　
に
あ
ふ
世
を
け
ふ
か
あ
す
か
と
ま
つ
甲
斐
の
な
き
、
其
泪
の
た
き
と
此
た

　
　
き
と
、
い
つ
れ
た
か
、
ら
ん
と
也
。
待
か
ひ
の
な
み
だ
と
、
無
の
字
に
い

　
　
ひ
か
け
た
る
寄
也
。
旧
説
は
、
秀
句
に
あ
ら
ず
、
待
か
ひ
は
、
間
也
。
祇

　
　
云
、
行
平
我
身
の
時
に
あ
は
ず
し
て
い
た
づ
ら
に
明
し
暮
す
ほ
ど
に
、
我

　
　
世
を
ば
早
け
ふ
か
あ
す
か
に
極
り
た
る
身
と
お
も
ふ
間
、
泪
と
此
瀧
と

　
　
は
、
何
れ
高
か
ら
ん
と
云
心
也
。
野
臥
同
義
。
口
訣
。

と
あ
る
が
、
新
玉
津
島
神
社
本
に
も
、

　
　
師
説
、
け
ふ
や
世
に
出
ん
、
あ
す
や
と
き
に
あ
は
ん
と
、
待
か
ひ
の
な
き

　
　
を
い
ひ
か
け
た
る
也
。
た
か
け
ん
は
、
高
か
ら
ん
な
り
。
い
つ
れ
ま
さ
ら

　
　
ん
の
心
也
。

と
あ
っ
て
、
板
本
の
師
説
と
一
致
し
て
い
る
。
板
本
や
新
玉
津
島
神
社
本
の
師

説
そ
の
も
の
が
「
口
訣
」
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
別
に
ま
さ
し
く

「
ロ
訣
」
と
し
て
、
口
か
ら
口
へ
と
伝
授
さ
れ
た
内
容
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
、
新
玉
津
島
神
社
本
は
、
板
本
の
内
容
と
共
通
す

る
も
の
が
多
い
が
、
師
貞
徳
の
説
は
、
板
本
よ
り
も
奥
義
と
し
て
の
性
格
を
帯

び
、
特
に
書
入
注
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
季
吟
自
筆
の
伝
授
書
と
し

て
伝
存
す
る
「
伊
勢
物
語
秘
訣
」
は
、
奥
義
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
強
く
持
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



（
2
）
　
「
伊
勢
物
語
秘
訣
」
の
口
伝

　
榎
坂
浩
尚
氏
旧
蔵
の
「
伊
勢
物
語
秘
訣
」
　
（
以
下
「
季
吟
秘
訣
」
と
呼
ぶ
）

の
原
本
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
昭
和
五
三
年
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に
お

け
る
「
北
村
断
惑
展
」
図
録
と
、
榎
坂
氏
の
御
好
意
で
拝
見
し
た
写
し
に
よ
れ

ば
、
一
面
八
行
、
墨
付
二
四
丁
の
横
本
一
冊
、
表
紙
は
な
く
、
端
作
り
に
「
伊

勢
物
語
秘
訣
」
と
記
す
。
奥
に
、

　
　
右
先
師
貞
徳
翁
之
伊
勢
物
語
秘
訣
、
必
不
可
有
他
見
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
吟
書

　
　
　
平
野
六
年
十
月
十
四
日

と
あ
っ
て
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
十
月
十
四
日
、
師
貞
徳
の
秘
訣
を
季
吟

が
ま
と
め
た
も
の
と
わ
か
る
。
伊
勢
物
語
中
の
三
十
三
箇
所
に
つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
、
板
本
や
新
玉
津
島
神
社
本
に
比
べ
る
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
項
目
の
数

が
少
な
い
が
、
貴
書
共
通
す
る
注
に
つ
い
て
は
、
最
も
奥
義
を
載
せ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
第
八
二
段
「
世
の
中
に
た
え
て
桜
」
の
注
を
見
る

と
、　

　
此
嵜
、
六
条
宮
具
平
親
王
の
真
名
伊
勢
物
語
に
「
三
絶
桜
」
と
か
＼
せ
給

　
　
へ
り
。
さ
れ
ば
「
た
へ
ず
桜
の
」
と
に
ご
り
て
よ
め
り
。
（
略
）
然
ど
も
、

　
　
六
条
宮
の
御
本
に
し
た
が
ひ
て
京
極
黄
門
の
御
奥
書
の
本
を
用
ゆ
ま
じ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
　
故
も
な
く
、
且
又
も
と
よ
り
桜
の
な
か
り
せ
ば
な
ど
い
へ
る
、
儀
に
お
み

　
　
て
い
り
ほ
が
也
。
其
ま
、
「
た
へ
て
さ
く
ら
の
」
と
す
み
て
よ
む
説
を
用

　
　
ふ
べ
し
と
云
々
。
是
三
重
の
口
伝
と
也
。

と
あ
っ
て
、
新
玉
津
島
神
社
本
の
書
入
も
含
め
て
、
貞
徳
の
秘
説
を
載
せ
て
い

る
し
、
同
じ
く
前
述
の
第
八
一
段
「
か
た
み
お
き
な
」
に
つ
い
て
も
、
引
用
は

省
略
す
る
が
、
新
玉
津
島
神
社
本
と
同
様
に
「
態
頑
な
る
心
と
先
達
の
御
説

也
」
と
、
最
も
奥
義
と
考
え
ら
れ
る
説
を
と
っ
て
い
る
。

　
右
の
例
は
新
玉
津
島
神
社
本
と
同
様
の
説
で
あ
っ
た
が
、
　
「
季
吟
秘
訣
」
だ

け
に
載
っ
て
い
る
説
も
あ
る
。
第
八
七
段
に
「
む
か
し
の
歌
」
と
し
て
引
用
さ

れ
る
「
あ
し
の
や
の
な
だ
の
し
ほ
や
き
」
に
つ
い
て
、
新
玉
津
島
神
社
本
は
、

　
　
師
説
、
玄
旨
愚
説
云
、
業
平
の
寄
に
落
着
し
て
、
遣
遙
院
へ
称
名
院
談
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
之
所
、
尤
可
然
之
由
同
心
三
等
、
槌
に
永
録
三
庚
申
下
呂
之
比
聴
聞
時
、

　
　
封
レ
愚
入
道
右
府
言
語
云
々
。
八
雲
御
抄
云
、
万
葉
の
冨
な
ど
を
ば
、
本
寄

　
　
と
す
る
や
う
と
し
も
な
く
、
す
こ
し
を
か
へ
て
よ
め
る
も
お
ほ
し
云
々
。

　
　
此
中
将
の
嵜
、
其
類
也
。

と
述
べ
、
頭
書
に
「
此
嵜
猶
口
伝
ア
リ
」
と
注
し
て
い
る
が
、
板
本
に
も
、

　
　
む
か
し
の
う
た
に
　
玄
、
（
略
）
業
平
の
も
と
よ
め
る
を
、
今
詠
吟
す
る

　
　
　
也
。
称
名
院
殿
、
始
て
御
覧
じ
出
さ
れ
た
り
。
奇
妙
也
。

　
　
あ
し
の
や
の
な
だ
の
　
（
略
）
師
、
八
雲
御
零
云
、
万
葉
の
嵜
な
ど
を
、

　
　
　
本
嵜
取
や
う
と
し
も
な
く
少
を
か
へ
て
読
る
も
お
ほ
し
云
々
。
翌
週
な



　
　
　
る
べ
し
。

と
あ
る
。
新
玉
津
島
神
社
本
「
師
説
」
の
い
う
「
玄
旨
御
説
」
に
よ
れ
ば
、
玄

旨
法
印
細
川
幽
斎
自
身
が
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
八
月
目
に
入
道
右
府
三
条
西

公
条
の
講
釈
を
聴
聞
し
た
か
の
よ
う
だ
が
、
実
は
九
条
植
通
の
「
伊
勢
物
語
九

二
抄
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
説
で
あ
り
、
植
通
が
永
禄
三
年
八
月
に
下
条
の
伊

勢
物
語
講
釈
を
聴
聞
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
書
入
を

も
つ
「
閾
疑
抄
」
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
板
本
「
拾
穂
抄
」
所
引
の
「
玄
」

ブ
な
わ
ち
「
閾
疑
抄
」
と
同
じ
く
、
主
人
公
業
平
が
昔
詠
ん
だ
歌
を
「
昔
の

歌
」
と
呼
ん
だ
と
す
る
称
名
呉
羅
条
の
新
説
で
あ
り
、
　
「
八
雲
御
抄
」
の
引
用

も
、
両
者
と
も
に
一
致
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
　
「
季
吟
秘
訣
」
に
は
、

　
　
　
む
か
し
の
う
た
に
　
古
寄
に
と
い
ふ
心
に
あ
ら
ず
、
古
躰
の
う
た
に
と

　
　
　
　
心
得
べ
し
。
秘
説
也
。

と
あ
る
。
　
「
昔
の
歌
」
と
は
「
古
体
の
歌
」
の
こ
と
だ
と
い
う
の
だ
が
、
業
平

の
歌
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
問
題
に
し
な
い
点
、
板
本
や
新
玉
津
島

神
社
本
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
し
、
よ
り
奥
義
と
さ
れ
た
説
と
思
わ
れ
る
。

新
玉
津
島
神
社
本
書
入
の
「
口
傳
」
と
は
、
こ
れ
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
貞
徳
の
奥
義
を
伝
え
る
「
季
立
秘
訣
」
で
あ
る
が
、
注
釈
さ
れ

て
い
る
項
目
が
少
な
い
た
め
、
板
本
や
新
玉
津
島
神
社
本
に
「
ロ
訣
」
と
あ
っ

て
も
、
　
「
季
違
秘
訣
」
に
は
注
釈
が
な
い
場
合
も
多
く
、
ま
た
、
第
六
九
段
「

「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
成
立

「
ね
ひ
と
つ
よ
り
う
し
み
つ
」
の
注
、

　
　
子
の
一
刻
よ
り
丑
の
三
民
ま
で
と
也
。
猶
ロ
訣
あ
り
。

の
よ
う
に
、
「
季
吟
秘
訣
」
に
も
「
口
訣
」
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
あ
る
。
こ
れ
は
板
本
に
も
「
口
訣
」
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
ま
さ
し
く

「
口
伝
」
と
し
て
、
口
か
ら
ロ
へ
と
伝
授
さ
れ
た
内
容
が
別
に
あ
っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
幽
暗
秘
訣
」
は
、
貞
徳
の
「
口
伝
」
「
口
訣
」
を
集
め
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
貞
徳
説
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

貞
徳
・
即
吟
流
に
お
け
る
秘
説
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
貞
徳
流
に
お
け
る
奥
義
を
考
え
る
と
き
、
　
「
口
伝
」
「
口
訣
」

と
と
も
に
注
意
さ
れ
る
の
が
、
次
に
述
べ
る
貞
徳
の
「
七
ケ
大
事
」
で
あ
る
。

（
3
）
　
貞
徳
の
「
七
ケ
大
事
」

　
貞
徳
に
七
ケ
条
の
切
紙
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
　
「
載
恩
記
」
に
、
h
切
紙
之
目

録
少
々
」
と
し
て
「
伊
勢
物
語
の
内
　
七
通
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で

き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
高
敏
郎
氏
は
、

　
　
貞
徳
が
幽
斎
か
ら
授
か
っ
た
と
い
う
伊
勢
物
語
の
切
紙
を
集
成
し
た
一
書

　
　
も
現
存
す
る
が
、
　
「
伊
勢
物
語
奥
旨
秘
訣
」
「
題
号
口
訣
」
「
読
曲
清
濁
」

　
　
「
一
華
堂
鼻
曲
清
濁
」
「
極
秘
裏
説
条
目
口
訣
」
「
極
秘
七
箇
大
事
旧
説
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
訣
」
の
項
目
に
分
か
れ
、
清
濁
・
読
曲
や
難
語
の
注
ば
か
り
で
な
く
、
内

　
　
容
的
な
口
伝
も
加
え
ら
れ
て
い
て
、
か
な
り
の
分
量
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
補
注
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
長
孝
の
「
伊
勢
物
語
奥
旨
秘
訣
」
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
「
伊
勢
物
語
奥
旨
秘
訣
」
の
伝
本
の
中
に
は
、
右
の
う
ち
「
読
曲
清
濁
」
コ

華
堂
読
曲
清
濁
」
を
欠
く
系
統
も
あ
る
が
、
以
上
六
つ
或
は
四
つ
の
大
項
目
に

つ
い
て
、
幾
つ
か
の
小
項
目
を
立
て
、
秘
伝
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
の
貞
徳
の
奥
書
と
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
の
望

月
長
孝
の
奥
書
を
も
ち
、
二
条
家
の
正
説
と
称
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
秘
訣
」
「
七

箇
大
事
」
が
貞
徳
か
ら
長
孝
へ
と
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
貞
徳
の
切
紙
「
七
通
」
で
あ
る
が
、
小
高
氏
は
、
右
の
よ
う
に
「
七

通
」
を
「
七
つ
の
大
項
目
」
と
解
釈
さ
れ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
現
存
す
る
古

今
集
の
切
紙
を
見
て
も
、
一
通
一
ケ
条
と
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
七

ケ
条
の
切
紙
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
奥
旨
秘
訣
」
が
「
極
秘
七
箇
大
事
裏
町
口
訣
」
と
し
て
あ
げ
る
の
は
、
次

の
七
項
目
で
あ
る
。

　
　
①
思
ひ
あ
ら
ば
葎
の
宿
に
寝
も
し
な
ん
（
三
段
）
　
②
あ
く
た
川
（
六
段
）

　
　
③
都
鳥
（
九
段
）
　
④
わ
が
人
を
や
る
べ
き
に
し
も
あ
ら
ね
ば
（
六
九
段
）

　
　
⑤
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
（
八
二
段
）
　
⑥
む
か
し
の
嵜
に

四
〇

　
　
（
八
七
段
）
　
⑦
御
神
げ
ぎ
や
う
（
＝
七
段
）

　
こ
れ
は
、
新
玉
津
島
神
社
本
の
第
一
一
七
段
の
頭
書
に
「
七
ケ
の
大
事
と
て

口
傳
せ
ら
れ
侍
し
」
と
し
て
列
記
す
る
七
項
目
と
一
致
し
、
ま
た
、
季
吟
よ
り

一
歳
年
少
で
あ
っ
た
貞
徳
の
門
人
加
藤
盤
斎
の
「
伊
勢
物
語
新
抄
」
が
注
釈
に

お
い
て
「
七
ケ
大
事
の
一
也
」
と
述
べ
る
項
目
と
も
す
べ
て
一
致
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
　
「
季
吟
秘
訣
」
は
、
別
の
七
項
目
を
「
七
ケ
大
事
」
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
　
「
黒
蝿
秘
訣
」
の
巻
末
近
く
に
、

　
　
衆
口
内
、
お
も
ひ
あ
ら
ば
、
あ
く
た
河
、
都
鳥
鴫
の
大
さ
、
我
人
を
や
る

　
　
べ
き
に
し
あ
ら
ね
ば
、
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
、
世
の
中
に
た
え
て
桜
、
か

　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
た
い
と
お
き
な
、
七
ケ
の
大
事
と
す
。
御
神
現
形
を
一
週
云
々
。
子
一
ツ

　
　
丑
三
ツ
を
ロ
訣
と
せ
り
。

と
あ
っ
て
、
⑥
⑦
を
除
い
て
第
七
七
段
の
「
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
」
、
第
八
一

段
の
「
か
た
み
お
き
な
」
を
七
ケ
大
事
に
加
え
、
こ
の
他
に
⑦
の
第
一
一
七
段

「
御
神
げ
ぎ
や
う
」
を
「
深
秘
」
と
し
て
、
第
六
九
段
の
「
ね
ひ
と
つ
よ
り
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

し
み
つ
ま
で
」
を
「
ロ
訣
」
と
し
て
加
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
玉
津
島
神
社
本
が
七
ケ
大
事
と
す
る
項
目
は
、
　
「
季
吟
秘

訣
」
と
は
異
な
っ
て
長
孝
流
の
「
奥
旨
秘
訣
」
と
一
致
す
る
の
だ
が
、
前
述
し

た
よ
う
に
新
玉
津
島
神
社
本
よ
り
も
「
季
吟
秘
訣
」
の
方
が
奥
義
と
し
て
の
性

格
が
強
い
と
す
れ
ば
、
新
玉
津
島
神
社
本
や
「
奥
旨
秘
訣
」
よ
り
一
段
階
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
）

奥
義
が
「
季
吟
秘
訣
」
の
七
ケ
条
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



　
「
季
吟
秘
訣
」
と
「
奥
旨
秘
訣
」
が
「
七
ケ
大
事
」
と
す
る
項
目
に
少
異
が

あ
る
の
は
、
伝
授
の
深
浅
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
項
目
の
内

容
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
ち
ら
も
貞
徳
流
と
称

し
て
い
る
か
ら
、
　
「
奥
旨
秘
訣
」
と
「
季
吟
秘
訣
」
と
が
一
致
す
る
場
合
も
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
第
八
二
段
「
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
」
の
項
を

見
る
と
、

　
　
「
絶
て
」
の
「
て
」
文
字
、
濁
る
也
。
其
根
本
を
い
ふ
也
。
（
略
）

と
、
真
名
本
に
よ
っ
て
「
絶
え
で
」
説
を
よ
し
と
し
て
お
り
、
一
旦
「
絶
え

で
」
説
を
述
べ
た
後
、
定
家
本
尊
重
の
立
場
か
ら
「
絶
え
て
」
説
を
主
張
し
、

そ
れ
を
「
三
重
の
口
伝
」
と
称
す
る
「
季
吟
秘
訣
」
や
新
玉
津
島
神
社
本
と
比

較
す
る
と
、
一
段
階
前
の
伝
授
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
貞
徳
は
、
長
孝
に
授
け
た
秘
伝
よ
り
一
段
階
上
の
秘
伝
を
季
吟
に
授
け
た
こ

と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
見
方
を
変
え
て
、
長
孝
流
の
「
絶
え
で
」
説
は
、
師

貞
徳
の
奥
義
を
授
け
ら
れ
て
い
な
い
段
階
の
説
な
の
だ
と
い
う
季
吟
の
主
張
と

見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
季
吟
は
以
上
の
よ
う
な
貞
徳
の
説
を
、
　
「
口
伝
」
「
口
訣
」
「
七
ケ
大
事
」
と

し
て
伝
え
て
い
る
の
だ
が
、
前
述
の
ご
と
く
奥
義
と
さ
れ
る
説
ほ
ど
古
い
説
に

戻
る
場
合
が
多
い
の
は
、
二
条
家
の
正
統
を
受
け
継
ぐ
（
と
当
時
思
わ
れ
て
い

た
）
宗
紙
二
二
条
西
家
流
の
説
を
、
正
式
の
伝
授
と
し
て
重
ん
じ
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
ま
た
「
口
伝
」
と
い
う
注
釈
の
あ
り
方
自
体
、
一
般
の
注
釈
と
は
次
元

　
　
　
　
「
伊
勢
物
語
拾
穂
並
」
の
成
立

が
異
な
り
、
限
ら
れ
た
門
弟
だ
け
に
授
与
さ
れ
る
、
前
時
代
的
な
伝
授
の
あ
り

方
で
あ
る
。
伝
授
書
と
し
て
の
「
季
吟
秘
訣
」
が
貞
徳
の
奥
義
を
最
も
よ
く
伝

え
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
．
板
本
が
こ
れ
ら
の
奥
義
を
「
口
訣
」
と
注
記

す
る
だ
け
で
内
容
に
触
れ
な
い
場
合
が
多
い
の
は
、
板
本
と
し
て
の
あ
り
方
が

本
来
伝
授
の
世
界
と
は
相
反
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
板
本
は
、
宗
祇
・
三
条
西
家
流
の
立
場
に
立
っ
て
、
師
貞

徳
の
説
を
重
ん
じ
な
が
ら
も
、
そ
の
貞
徳
説
と
は
異
な
る
一
条
心
良
の
「
愚
見

抄
」
を
共
に
引
用
し
て
す
ま
せ
る
な
ど
、
諸
注
集
成
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
も

っ
て
い
る
が
（
本
稿
三
三
頁
参
照
）
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
こ
の
よ
う
な
伝

授
の
世
界
と
は
別
次
元
の
板
本
と
い
う
形
態
と
、
　
「
伝
授
」
の
世
界
か
ら
ひ
と

び
と
が
解
放
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
。

三
　
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
位
置

　
以
上
、
貞
徳
・
季
吟
流
に
お
け
る
伝
授
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
板
本
・
新
玉
津
島
神
社
本
・
「
季
吟
秘
訣
」
の
性
格
を
探
っ
て
き
た
が
、

こ
こ
で
、
貞
徳
と
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
季
吟
の
説
の
特
色
に
つ
い
て
ま
と
め

て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
貞
徳
の
奥
義
は
古
い
説
に
戻
る
場
合
が
多
い
と
先
に
述
べ
た
が
、
前
掲
第
六

九
段
（
本
稿
三
五
頁
参
照
）
の
場
合
、
宗
祇
・
三
条
西
家
流
の
好
色
否
定
の
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



み
方
を
打
ち
破
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
宗
祇
流
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
そ
れ

に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
貞
徳
が
色
好
み
を

理
想
と
す
る
物
語
本
来
の
描
き
方
を
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
儒
教
的
倫
理
観
を
背
景
に
し
た
好
色
否
定
と
教
訓
性
の
意
味
あ
い
が
、
庶
民

の
時
代
と
は
微
妙
に
変
化
し
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
段
末
尾
の
「
二
条
盾
の
、
た
ゴ
人
に
て
」
云
々
の
注
を
掲
げ
る
。

　
　
師
、
た
ダ
人
に
て
お
は
し
ま
す
時
と
書
て
、
愚
意
密
通
の
罪
を
た
す
く
る

　
　
や
う
に
い
ひ
て
、
其
名
を
か
く
書
あ
ら
は
す
事
、
春
秋
の
文
法
に
て
、
ふ

　
　
か
き
い
ま
し
め
也
。
（
略
）
い
か
な
る
密
々
の
事
も
世
に
か
く
れ
な
く
て
、

　
　
末
代
ま
で
も
其
う
き
名
立
申
す
事
ぞ
と
し
ら
せ
ま
い
ら
せ
て
、
三
位
し
侍

　
　
し
に
や
候
ひ
け
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
板
本
）

二
条
后
と
名
を
あ
ら
わ
す
の
は
教
誠
の
た
め
だ
と
い
う
の
だ
が
、
同
様
の
こ
と

は
、
第
六
九
段
末
尾
の
「
斎
宮
は
、
水
の
尾
の
常
時
」
云
々
の
注
で
も
述
べ
て

い
る
。

　
　
師
、
か
や
う
に
御
名
を
委
あ
ら
は
す
事
、
春
秋
の
筆
諌
の
法
に
て
、
後
代

　
　
の
い
ま
し
め
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
板
本
）

前
掲
第
六
九
段
の
注
で
新
玉
津
島
神
社
本
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
宗
祇
・
三

条
西
家
流
で
は
、
表
面
的
に
は
好
色
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
て
も
、
「
寄
書
は
お

ほ
や
う
に
優
に
み
る
べ
き
」
で
あ
る
ゆ
え
に
、
好
色
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い

と
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
、
貞
徳
は
、
好
色
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
認
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

上
で
、
そ
れ
は
後
人
の
戒
め
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
お
ほ
や
う
に

優
に
み
る
べ
き
」
と
い
う
宗
祇
流
の
読
み
方
は
、
「
幽
玄
に
よ
み
な
す
」
（
著
聞

抄
第
九
六
段
）
と
い
う
言
い
方
も
な
さ
れ
る
が
、
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
物

語
に
は
事
実
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
比
喩
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
と
ら
え
た
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

で
、
理
想
的
な
あ
り
方
を
描
い
た
も
の
と
し
て
享
受
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
宗

祇
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
伊
勢
物
語
に
限
ら
ず
古
今
集
や
源
氏
物
語
な
ど
の

古
典
注
釈
全
般
に
見
ら
れ
る
特
色
で
も
あ
る
が
、
表
面
に
は
表
れ
な
い
作
品
の

真
の
「
心
」
を
読
み
取
り
、
理
想
的
な
姿
に
再
構
築
す
る
こ
と
が
、
宗
祇
流
注

釈
の
眼
目
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
好
色
否
定
は
、
そ
の
よ
う
な
理
想
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
色
好
み
が
悪
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
の
倫
理
観
の
反
映
と

言
え
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
文
学
を
享
受
す
る
こ
と
自
体
に
何
ら
か
の
意
義

を
見
出
そ
う
と
す
る
武
家
社
会
の
価
値
観
が
あ
り
、
教
訓
の
具
と
し
て
物
語
を

理
想
化
す
る
享
受
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
前
掲
の
貞
徳
の
説
は
、
表
面
に
描
か
れ
た
色
好
み
を
認
め
る
点
で
、
宗
祇
流

と
は
異
な
る
が
、
色
好
み
を
悪
と
し
、
教
訓
と
し
て
享
受
す
る
の
は
共
通
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
物
語
の
表
面
に
色
好
み
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
認
め
た
上

で
、
そ
れ
を
教
訓
の
た
め
だ
と
説
く
の
は
、
貞
徳
に
か
ぎ
ら
ず
こ
の
時
代
の
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）

釈
に
共
通
す
る
特
色
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
物
語
の

記
述
を
比
喩
と
見
る
宗
砥
流
の
解
釈
を
受
け
入
れ
に
く
く
な
り
、
物
語
の
表
面

に
描
か
れ
て
い
る
事
柄
を
そ
の
ま
ま
に
認
め
、
写
実
的
に
把
握
す
る
よ
う
に
な



っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
、
貞
徳
の
説
に
は
、
物
語
を
す
べ
て
比
喩
と
見
る
宗
祇
の
物
語
理

解
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
根
本
で
は
宗

祇
流
の
物
語
理
解
を
受
け
継
ぐ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
四
般
「
あ
ひ

思
は
で
か
れ
ぬ
る
人
を
と
ゴ
め
か
ね
」
の
注
を
見
る
と
、

　
　
肖
、
（
略
）
我
身
き
え
は
つ
る
と
は
、
誠
に
死
す
る
に
は
あ
ら
ず
、
思
ひ
の

　
　
切
な
る
を
云
。

　
　
師
、
諸
抄
如
レ
此
。
然
ど
も
、
思
ひ
の
切
な
る
ゆ
へ
に
死
す
る
事
に
み
て

　
　
も
、
猶
哀
深
し
。
（
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
板
本
）

と
あ
る
。
下
句
の
「
わ
が
身
は
今
ぞ
消
え
は
て
ぬ
め
る
」
は
、
事
実
で
は
な
く

思
い
の
切
な
る
こ
と
を
た
と
え
た
と
す
る
「
肖
聞
抄
」
を
う
け
て
、
三
条
西
家

流
注
釈
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
た
の
だ
が
、
貞
徳
は
、
思
い
の
切
な
る
故
に
本
当

に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
考
え
て
も
哀
深
い
と
い
う
。
宗
祇
の
物
語
理
解
か
ら
一

歩
出
て
写
実
的
把
握
に
近
づ
く
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る

の
は
コ
尿
深
し
」
と
い
う
宗
祇
以
来
の
価
値
基
準
で
あ
り
、
根
本
で
は
宗
単
流

の
「
幽
玄
に
よ
み
な
す
」
姿
勢
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
二
三
段
「
い
と
よ
う
け
さ
う
じ
て
」
の
注
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
玄
、
こ
》
は
身
を
つ
く
ろ
ふ
て
い
な
る
べ
し
。
女
は
身
を
も
て
つ
く
ろ
ふ

　
　
も
、
夫
の
た
め
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ア
ル
シ
ト
シ
テ
　
セ
ン
カ
タ
チ
ツ
ク
リ

　
　
師
、
詩
経
云
、
、
（
略
）
霊
亀
為
レ
容
。
女
の
脂
粉
は
、
男
↓
の
る
身
の
礼

　
　
　
　
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
成
立

　
　
義
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
板
本
）

宗
祇
・
三
条
西
家
流
で
は
、
こ
の
「
閾
疑
抄
」
の
よ
う
に
実
際
に
化
粧
し
た
の

で
は
な
く
「
身
を
つ
く
ろ
ふ
て
い
」
の
比
喩
と
す
る
が
、
好
色
否
定
と
同
様
に

儒
教
的
な
倫
理
観
に
よ
っ
て
化
粧
を
罪
悪
と
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
貞
徳

の
説
は
、
詩
経
の
用
例
を
掲
げ
、
実
際
に
化
粧
し
た
と
見
る
点
で
宗
舐
流
と
は

異
な
る
が
、
　
「
夫
の
た
め
」
「
男
あ
る
身
の
礼
儀
」
と
理
由
づ
け
、
正
当
化
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。
物
語
を
教
訓
の
具
と
し
、
貞
女
の
理
想
を

掲
げ
た
宗
祇
の
読
解
が
続
い
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

　
九
条
植
通
や
細
川
幽
斎
に
学
ん
だ
貞
徳
が
、
以
上
の
よ
う
に
宗
祇
二
二
条
西

家
流
の
注
釈
を
尊
重
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
読
解
を
し
て
い
る
の
は
当
然
で
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

る
が
、
一
方
で
は
、
実
証
的
な
一
条
兼
良
の
「
愚
見
抄
」
の
姿
勢
を
受
け
継
ぐ

面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
前
掲
の
第
八
一
段
「
か
た
み
お
き
な
」

の
注
（
本
稿
三
五
頁
参
照
）
に
お
い
て
、
用
例
を
検
じ
て
「
乞
食
翁
」
の
意
と

し
た
の
は
貞
徳
が
最
初
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
貞
徳
の
実
証
的
な
姿
勢
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
説
だ
ろ
う
。
旧
注
の
う
ち
で
実
証
を
重
ん
じ
た
の
は
兼
良
の
「
愚

見
抄
」
が
最
初
で
あ
る
が
、
続
く
宗
砥
・
三
条
西
家
流
に
お
い
て
「
愚
見
抄
」

は
、
つ
ね
に
「
他
流
」
と
意
識
さ
れ
、
そ
の
実
証
性
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
板
本
「
拾
穂
抄
」
序
文
に
よ
れ
ば
、
貞
徳

は
、
講
釈
に
お
い
て
、
「
当
流
」
の
説
が
よ
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
愚

見
抄
」
に
も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
幽
斎
も
語
っ
た
と
い
っ
て
、
全
章
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



に
わ
た
っ
て
「
両
説
を
双
べ
て
と
き
聞
せ
」
た
と
い
う
。
考
証
を
重
ん
じ
る
姿

勢
は
、
こ
の
頃
の
注
釈
の
一
つ
の
流
行
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
　
「
他
流
」
と

さ
れ
て
き
た
「
愚
見
抄
」
を
用
い
る
の
は
、
貞
徳
の
考
証
主
義
・
合
理
主
義
の

表
れ
と
も
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
貞
徳
の
考
証
は
、
前
掲
第
二
三
段
の
詩
経
の
引
用
の
よ
う
に
、
旧

注
の
理
解
を
前
提
に
し
て
用
例
を
検
じ
て
い
る
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
画
期
的

な
新
見
を
出
す
ま
で
に
は
至
ら
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
実
証
的
な
姿

勢
を
打
ち
出
し
た
点
で
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
が
、
「
口
訣
」
「
七
ケ
大
事
」
な

ど
と
称
し
て
前
時
代
的
な
伝
授
の
あ
り
方
を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、
一
般
的

な
解
釈
に
お
い
て
も
、
宗
祇
流
注
釈
に
寄
り
か
か
る
形
で
成
り
立
っ
て
い
る
の

は
否
め
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
貞
徳
の
説
を
「
師
説
」
と
し
て
尊
重
す
る
季
吟
の

説
は
ど
う
か
。
板
本
「
拾
穂
抄
」
に
「
愚
案
」
「
私
云
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
季
吟
の
説
を
見
る
と
、
先
行
注
釈
書
の
説
に
つ
い
て
、
例
証
を
掲
げ
て
補

足
説
明
す
る
場
合
が
最
も
多
く
、
貞
徳
と
同
じ
く
先
行
注
釈
書
の
理
解
の
域
を

出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
厳
密
に
ど
こ
か
ら
が
季
寄
自
身
の
説
な
の

か
、
実
際
に
は
区
別
し
難
い
場
合
も
多
い
の
で
あ
る
。

　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
第
六
九
段
「
か
り
の
つ
か
ひ
」
の
注
は
、
板
本
に
は
、

「
愚
案
」
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ツ
カ
ハ
シ
テ

　
　
我
輩
諸
国
へ
使
の
事
、
続
日
本
紀
云
、
文
武
天
皇
大
宝
元
年
九
月
、
遣
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

　
　
ヲ
　
　
　
ニ
　
ジ
ユ
ン
セ
ウ
シ
テ
　
ヲ
　
ニ
ギ
ハ
シ
メ
グ
ム
　
ヲ

　
　
使
諸
国
騨
巡
二
省
産
業
一
婦
二
位
百
姓
一
云
々
。
光
孝
天
皇
し
げ
く
下
さ
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
事
、
一
斗
御
廟
に
、
国
史
云
、
光
孝
天
皇
元
慶
八
年
十
二
月
二
日
、
勅
使

　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
エ

　
　
左
衛
門
佐
従
五
位
上
藤
原
高
官
・
六
位
六
人
・
近
衛
一
人
・
賠
七
聯
・
犬

　
　
ツ
カ
ハ
ス
ノ
ニ
ノ
ノ

　
　
九
遣
二
於
播
磨
国
一
。
中
務
少
輔
在
原
弘
景
・
六
位
四
人
・
近
衛
一
人
・
鷹

　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ

　
　
五
・
犬
六
遣
口
於
美
作
国
。
下
略
。
此
外
、
仁
和
元
年
三
月
、
同
二
年
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ

　
　
月
に
も
使
を
つ
か
は
さ
る
、
事
あ
り
。
異
朝
の
巡
狩
の
事
、
孟
子
梁
覇
王

　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ク
ヲ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
ハ
　
メ
ダ
ル
　
ヲ
　
　
ル

　
　
下
篇
云
、
天
子
適
二
諸
候
一
日
二
巡
世
一
。
巡
鼻
背
巡
レ
所
レ
守
也
。
（
略
）

と
述
べ
て
お
り
、
狩
の
使
の
実
例
を
考
証
し
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
新
玉
津

島
神
社
本
を
見
る
と
、
続
日
本
紀
の
例
は
「
師
説
」
と
し
て
、
　
「
異
朝
の
巡

狩
」
は
「
紹
巴
町
」
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
、
ま
た
光
孝
天
皇
の
時
の
三
例

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
愚
見
抄
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
考

証
と
な
し
得
る
も
の
は
な
い
。
季
吟
は
や
は
り
総
合
の
人
で
あ
り
、
「
拾
穂
抄
」

は
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
諸
説
を
き
わ
め
て
冷
静
に
整
理
し
集
成

し
た
貴
重
な
注
釈
書
と
い
う
ほ
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
歴
史
考
証
に
画
期
的
成
果
を
あ
げ
た
契
沖
の
「
勢
語
臆
断
」
以

降
の
新
注
は
、
狩
の
使
の
例
を
考
証
し
た
上
で
、
清
和
天
皇
の
代
に
は
狩
の
使

は
な
か
っ
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
が
、
「
拾
穂
抄
」
の
考
証
が
こ
の
よ
う

な
新
注
の
歴
史
眼
に
及
ば
な
い
の
は
、
そ
れ
が
旧
説
の
集
成
で
あ
り
旧
説
を
前

提
に
し
た
考
証
で
あ
る
ゆ
え
の
必
然
的
帰
結
で
も
あ
っ
た
。

　
季
吟
の
「
拾
穂
抄
」
の
後
、
旧
注
の
残
影
と
称
す
べ
き
い
く
つ
か
の
注
釈
書



が
出
る
が
、
次
第
に
、
国
学
者
達
を
中
心
と
す
る
新
注
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
。

新
注
が
旧
注
と
最
も
異
な
る
点
は
、
伝
授
の
説
や
師
説
に
こ
だ
わ
ら
ず
説
そ
の

も
の
の
可
否
を
冷
静
に
判
断
す
る
合
理
性
に
あ
る
と
私
は
思
う
が
、
　
「
拾
穂

抄
」
は
、
い
わ
ば
旧
注
の
最
後
の
華
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
冷
静
か
つ
完
壁
な

旧
注
の
集
大
成
の
出
現
に
よ
っ
て
、
こ
の
流
れ
に
立
つ
注
釈
は
か
え
っ
て
力
を

失
な
い
、
新
注
の
実
証
的
注
釈
に
そ
の
位
置
を
譲
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と

も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
注
1
）
　
板
本
「
拾
穂
抄
」
所
引
の
伊
勢
物
語
注
釈
書
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
｝
・

　
青
木
賜
鶴
子
編
『
演
習
　
伊
勢
物
語
－
拾
穗
抄
1
』
（
昭
和
六
二
年
、
勉
誠
社
刊

　
行
予
定
）
解
説
に
略
述
し
た
の
で
、
併
せ
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
注
2
）
　
　
「
僻
案
抄
」
は
こ
の
歌
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
　
「
御
抄
に
、

　
目
蓮
の
我
母
の
為
に
孟
蘭
盆
を
お
こ
な
は
れ
し
も
同
心
也
。
」
（
第
八
四
段
「
世
の

　
中
に
さ
ら
ぬ
別
れ
の
」
）
、
「
師
説
、
（
略
）
御
抄
に
、
身
を
し
る
雨
を
な
み
だ
と
い

　
ふ
愛
用
ひ
給
は
で
、
ロ
バ
雨
と
み
る
べ
し
、
と
の
儀
、
尤
あ
ふ
ぎ
侍
べ
き
也
。
」
（
第

　
　
一
〇
七
段
「
か
ず
く
に
思
ひ
思
は
ず
」
）
等
の
場
合
も
、
　
「
闘
疑
抄
」
に
一
致

　
す
る
。

（
注
3
）
　
幽
斎
の
「
伊
勢
物
語
閾
窺
書
」
に
、
　
「
御
話
に
、
つ
み
に
行
道
と
は
と
あ

　
る
段
を
、
と
あ
る
所
に
て
は
、
こ
＼
を
よ
み
残
す
と
前
々
は
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。

　
然
ど
も
、
氏
子
な
ど
が
あ
は
れ
が
り
て
よ
み
け
る
よ
り
、
近
来
は
御
講
尺
の
よ

　
し
、
御
物
語
也
」
と
あ
っ
て
、
以
前
は
「
と
あ
る
所
」
（
宮
中
で
あ
ろ
う
）
で
は

　
第
一
二
五
段
を
講
釈
し
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
事
実
、
三
条
西
実
隆
が
享
禄

　
元
年
十
一
月
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
禁
中
で
講
釈
し
た
際
、
第
一
二
五
段
を

「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
成
立

　
読
み
残
し
た
こ
と
が
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
所
蔵
の
三
条
西
家
旧
蔵
本

　
伊
勢
物
語
（
整
理
番
号
、
四
六
三
）
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
京
都

　
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
「
勢
語
御
抄
」
　
（
四
－
三
〇
／
セ
三
）
は
、
明
暦
元
年

　
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
後
水
尾
院
の
伊
勢
物
語
講
釈
の
聞
書
で
あ
る
．
が
、

　
　
「
奥
一
段
不
被
遊
」
と
あ
っ
て
、
第
一
二
五
段
を
読
み
残
す
慣
習
が
続
い
て
い
る

　
の
が
わ
か
る
。

（
注
4
）
　
と
こ
ろ
で
、
新
玉
津
島
神
社
本
は
、
三
吟
所
持
本
に
あ
っ
た
は
ず
の
二
二

　
の
蹟
文
を
備
え
て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
前
述
の

　
ご
と
く
季
吟
所
持
本
の
賊
文
を
板
本
に
も
用
い
た
と
す
れ
ば
、
つ
ま
り
、
周
令
の

　
践
文
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
て
版
下
に
し
た
と
考
え
れ
ば
、
当
然
と
も
言
え
る
。

　
板
本
の
版
下
は
三
吟
自
筆
の
よ
う
だ
が
、
周
令
の
玉
文
だ
け
は
別
筆
で
、
お
そ
ら

　
く
導
電
自
筆
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
板
本
出
版
の
た
め
に
再
度
記
し
た
践
文
で
な
い

　
限
り
、
三
吟
所
持
本
に
は
、
周
令
の
駿
文
は
残
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
な

　
お
、
新
玉
津
島
神
社
本
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
季
吟
の
書
入
や
問
答
な
ど
が
見
ら

　
れ
、
検
討
す
べ
き
点
を
多
く
残
し
て
い
る
の
で
、
別
の
機
会
に
改
め
て
考
察
し
た

　
い
。

（
注
5
）
　
拙
稿
「
室
町
後
期
伊
勢
物
語
注
釈
の
方
法
－
宗
祇
・
三
条
西
家
流
を
中

　
心
に
一
」
　
（
『
中
古
文
学
』
第
三
四
号
、
昭
和
五
九
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
注
6
）
　
前
述
の
よ
う
に
新
玉
津
島
神
社
本
は
、
第
一
二
五
段
の
注
の
後
に
も
問
答

　
体
に
よ
る
注
を
付
し
て
い
る
が
、
こ
の
問
答
の
冒
頭
部
分
、

　
　
あ
る
人
い
は
く
、
此
物
語
の
発
端
、
む
か
し
と
い
ふ
詞
に
業
平
の
寄
の
体
こ
も
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と
る
い
ふ
事
侍
り
、
業
平
の
寄
は
、
心
あ
ま
り
て
詞
た
ら
ず
と
い
ふ
は
、
三
字

　
　
な
れ
ど
、
そ
の
か
み
そ
こ
ば
く
の
事
こ
も
れ
ば
な
り
と
い
ふ
説
あ
り
。
ま
こ
と

　
　
に
さ
も
侍
る
べ
き
に
や
。
答
云
、
此
事
む
か
し
ょ
り
申
彫
る
説
な
れ
ば
、
や
つ

　
　
が
れ
も
浅
き
＼
侍
し
に
、
玄
旨
法
印
な
ど
は
さ
し
て
用
ひ
お
は
し
ま
さ
ゴ
り
し

四
五



　
　
に
や
、
其
義
を
も
う
け
た
ま
は
ら
ず
。
　
（
略
）

　
や
、
末
尾
近
く
の
、

　
　
答
云
、
（
略
）
列
川
伝
、
そ
の
か
み
人
の
求
に
応
じ
て
予
こ
そ
や
は
ら
げ
侍
し

　
　
が
、
（
略
）

　
を
見
る
と
、
「
あ
る
人
」
の
問
に
対
し
て
季
吟
が
答
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

　
の
問
答
の
内
容
は
板
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
冒
頭
の
問
答
は
、
加
藤
盤

　
斎
の
「
伊
勢
物
語
新
抄
」
序
に
、

　
　
一
、
七
ケ
大
事
と
て
、
古
来
の
相
伝
あ
り
。
実
と
虚
に
か
く
こ
と
は
り
、
む
か

　
　
し
お
と
こ
と
云
に
な
り
ひ
ら
の
寄
の
躰
を
な
ら
ひ
あ
は
す
る
事
、
ね
ひ
と
つ
よ

　
　
り
う
し
み
つ
と
云
事
、
中
に
も
大
事
に
て
あ
り
。
し
り
た
る
人
に
可
レ
尋
。

　
と
あ
っ
て
、
こ
の
問
題
が
貞
徳
流
伊
勢
物
語
伝
授
の
重
大
項
目
の
一
つ
に
数
え
ら

　
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
注
釈
を
一
通
り
終
え
た
後
、
さ
ら
に
奥
義
を
伝
授
す
る

　
た
め
の
問
答
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
7
）
　
　
「
深
秘
」
「
日
訣
」
の
ニ
ケ
条
に
つ
い
て
は
、
新
玉
津
島
神
社
本
も
第
一

　
一
七
段
「
御
神
げ
ぎ
や
う
」
の
注
で
「
あ
る
冷
泉
家
の
抄
物
に
も
、
此
段
古
今
伊

　
勢
物
語
根
本
の
深
秘
あ
り
。
子
一
と
是
と
を
秘
事
と
す
。
可
尋
之
云
々
。
」
と
述

　
べ
て
お
り
、
加
藤
盤
斎
「
伊
勢
物
語
新
抄
」
に
も
同
様
の
こ
と
が
載
っ
て
い
る
か

　
ら
、
貞
徳
流
の
秘
伝
と
し
て
、
冷
泉
家
流
古
注
の
説
と
称
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た

　
の
で
あ
ろ
う
。

（
注
8
）
　
ち
な
開
み
に
、
広
島
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
本
「
伊
勢
物
語
ロ
訣
」

　
（
稲
賀
敬
二
氏
翻
刻
に
よ
る
。
『
中
世
文
藝
」
三
二
号
、
昭
和
四
〇
年
七
月
）
は
、

　
前
半
部
に
盤
斎
の
署
名
が
あ
り
、
後
半
部
が
「
奥
旨
秘
訣
」
と
同
趣
の
も
の
で
あ

　
る
が
、
前
半
部
の
「
伊
勢
物
語
七
箇
之
大
事
裏
説
」
・
後
半
部
の
「
極
秘
七
箇
大

　
事
裏
説
口
訣
」
と
も
に
、
　
「
奥
旨
秘
訣
」
が
掲
げ
る
七
項
目
に
「
め
は
た
が
ひ
な

　
が
ら
」
「
か
た
み
お
き
な
」
を
加
え
た
九
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。
貞
徳
の
秘
訣
を

　
少
し
で
も
多
く
載
せ
よ
う
と
し
て
付
加
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
　
「
季
吟
秘
訣
」

四
六

　
の
伝
え
る
七
ケ
条
が
、
奥
義
と
し
て
盤
斎
系
に
も
伝
え
ら
れ
た
故
に
、
こ
の
ニ
ケ

　
条
を
付
加
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
「
伊
勢
物
語
口
訣
」
に

　
つ
い
て
は
、
「
奥
旨
秘
訣
」
の
諸
島
本
の
整
理
と
と
も
に
、
別
の
機
会
に
論
じ
た

　
い
。

（
注
9
）
　
拙
稿
「
伊
勢
物
語
旧
注
論
序
説
一
一
条
兼
良
と
宗
紙
と
一
」
（
『
女
子

　
大
文
学
』
第
三
七
号
、
昭
和
六
一
年
三
月
）
参
照
。

（
注
1
0
）
　
た
と
え
ば
、
一
華
堂
切
臨
の
「
伊
勢
物
語
集
註
」
が
師
説
と
し
て
掲
げ
る

　
　
一
華
堂
乗
客
の
説
は
、
教
訓
性
を
い
っ
そ
う
強
め
、
す
べ
て
の
章
段
に
わ
た
っ
て

　
教
訓
的
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
が
、
　
「
此
段
雨
女
を
負
れ
り
」
（
第
二
三
段
）

　
の
ご
と
く
、
表
面
的
に
好
色
が
描
か
れ
る
の
は
、
非
難
し
教
訓
に
す
る
た
め
だ
と

　
い
う
理
解
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
助
手
）


